
1

Lightweight Language Spirit 

Language Update

R言語

大阪府立大学生命環境科学研究科

樋口千洋

2007/08/04 於日本教育会館

R言語の概要 1

• SのシンタックスとSchemeのセマンティックスの一部一部一部一部を融合
– S言語 ベル研究所が開発した統計処理言語

• 強力なグラフィックス機能、動的スコープ

– Scheme ここで説明する必要はないでしょう ^_^
• 静的スコープ静的スコープ静的スコープ静的スコープ、遅延評価

• R 0.49 リリース(1997/4/23)
– 現在の最新バージョンは2.5.1(2007/6/28)

• マルチプラットホーム(http://www.r-project.org/で配布)
– Windows95以降、Mac OS X、UNIX(Linux、BSD、 etc)

• 対話環境(バッチ処理も可能)
– オブジェクトの中身を確認しながら操作ができる

• 多数の解析パッケージが公開(CRAN、Bioconductor他)
– ネットワークで依存関係にある他パッケージをも自動インストール

• オープンソース
– 個々のパッケージはライセンスが異なる(アカデミックフリーなど)

間違えて.net

と入力すると
大変なことに
なります!!

R言語の概要 2

• R言語の特徴
– バージョンアップが頻繁

• バージョンアップの際に整合性が失われることがある(欠点)

– データはベクトルが基本

– オブジェクト指向
• 総称関数で様々なさまざまなデータ構造を一貫的に操作

– 強力なヘルプシステム

– さまざまな組み込みデータ
• 意味のあるデータを適当に用意するのは困難

– ソースの参照が可能

• R言語が活躍する場面
– データマイニング、バイオインフォマティクス

• バイオインフォマティクス論文でRでの実装例が非常に多い

R言語はベクトルデータが基本

R言語のオブジェクト指向

irisデータセット

アヤメをがくと花弁それぞれの
幅と長さで三種類の品種に分類

サポートベクタマシン(SVM)

教師あり学習を行う識別手法の
一つ、今回は品種が教師データ

iris、iris.svmはそれぞれ異なるクラスオブジェクトだが
summaryメソッドはそれぞれに応じた挙動をする

Speciesを目的変数、
それ以外を説明変数
として学習

R言語でのドキュメント探索

上記以外のキーワード引数に
マッチ、後の関数の引数として使用

処理系内部に豊富なドキュメントがある

ワーキングメモリの名前空間上のオブジェクトを検索(正規表現利用可)

help.search(“svm”)の結果

help(plot.svm)の結果

example(plot.svm)の結果

ヘルプの殆どは
サンプルコード有
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R言語とバイオインフォマティクス

DNAマイクロアレイ解析の
場でRは必須


